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報道関係各位                           平成２８年６月２日 

                              

第50回 道総研ランチタイムセミナー「おひるの科学」 

北海道の海を調査しています！  
 

くらしに身近な科学の話題をご紹介する「道総研ランチタイムセミナー」が第５０回を迎え

ます。 

記念すべき今回は、爽やかな初夏の季節にぴったりの「海」をテーマとしたセミナーです。 

水産試験場が２５年以上もの間、海の変化や、水産資源の今とこれからを知るための重要なデ

ータとして調査を続けている「海洋観測」についてご紹介します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日時・場所 

６月１７日（金） １２：０５～１２：５５ 

北海道庁１階 交流広場（札幌市中央区北３条西６丁目） 

 

◎講演者 

道総研 水産研究本部 中央水産試験場 資源管理部 

海洋環境グループ 研究主幹 奥村 裕弥 

 

◎主催 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 

 

◎参加費、申込等 

参加無料、事前申込み不要です。直接会場にお越しください。 

 

◎報道にあたってのお願い 

多くの方々にご参加いただけるよう、事前報道にご協力をお願い 

します。事前・当日の取材希望もお気軽にご連絡ください。 

 

◎ホームページ 

http://www.hro.or.jp/info_headquarters/event/lunch/index.html 

 

お問い合わせ先 地方独立行政法人北海道立総合研究機構（道総研）連携推進部 清水・山本 

住所  〒060-0819 北海道札幌市北区北 19 条西 11 丁目 北海道総合研究プラザ 
電話  ０１１－７４７－２８０４  Fax ０１１－７４７－０２１１ 
E-mail  hq-entry@hro.or.jp    URL  http://www.hro.or.jp 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 

 

プレスリリース  Press Release 
 

北海道は、３つの異なる特徴を持つ海に囲まれています。亜寒帯に属する「太平洋」、南から

の暖流の影響を強く受ける「日本海」、冬に流氷に覆われる「オホーツク海」です。また、それ

ぞれは浅い海峡で結ばれており、本州と隔てる津軽海峡、サハリンとの宗谷海峡、北方四島との

根室海峡があります。 

それぞれの海は、海峡を通して相互に関係しています。例えば、オホーツク海の流氷が溶けて

生まれる冷たい海水は、北海道太平洋沿岸を冷やし、釧路や室蘭などで霧を生む原因となりま

す。 

 道総研 水産研究本部では、バラエティに富んだそれぞれの海域を、３隻の試験調査船で２5

年以上もの間、調査しています。 

今回のセミナーでは、試験調査船で行っている調査と、それがどのように役立っているかにつ

いてご紹介するとともに、北海道を取り巻く海について、研究員がわかりやすくご説明します。 

 






